
 

 

 

 

 

 

 

 

甲府市保健計画 

 

 

 

計画策定の目的 

わが国は、生活水準の向上や医療技術の進歩等により平均寿命が大幅に延び、世界有数の

長寿国となりました。その一方で、出生率の急速な低下に伴い、少子高齢化が進行していま

す。生活習慣の変化により生活習慣病の割合が増加し、これら生活習慣病に係る医療費の国

民医療費に占める割合は約３割となっています。また、介護が必要になった要因についても

生活習慣病が約３割を占めています。 

本市においても少子高齢化がさらに進行する中、医療や介護に係る負担がより一層増える

と見込まれ、健康寿命の延伸がますます重要となっており、生活習慣病予防などの継続した

課題や社会環境の変化に伴う新たな健康課題の解決など、市民の健康づくりを一層推進して

いくことが求められています。さらに、少子化や核家族化の進行など、子育て環境は依然厳

しい状況となっていることから、地域全体で子どもを育てていく体制の強化が求められてい

ます。 

こうしたことを踏まえ、本計画は、「健康都市こうふ基本構想」の「人」、「地域」、「まち」

による「健康の好循環」の考えや、健康づくりに対する「想い」や「価値観」などを多くの

人と共有する「健康都市宣言」の要素を取り入れる中、市民一人ひとりが自分の健康意識を

高め、自ら健康づくりに取り組むことで健康寿命の延伸を図り、それぞれが思い描く豊かな

人生を実現することができるよう、地域でのつながりや支え合いの醸成をより一層深めると

ともに、中核市となり健康支援センターを開設し、保健所機能など、新たな権限を有した本

市が、市民の健康を支えることができるまちの実現に向けた諸施策を推進していくため、策

定したものであります。 

 

 

期 間 

この計画の期間は、令和２（2020）年度から令和５（2023）年度までの４年間とします。 

 

  

概要版  
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 保健の現状と推移 
 

人口が減少傾向で推移し、さらに少子高齢化が進行していくことが見込まれる中、主要死因

別死亡数は、悪性新生物（がん）が最も多く、心疾患がそれに続くなど生活習慣病によるもの

が多くなっています。こうしたことから、健康寿命を延伸するため、生活習慣病の発症予防や

重症化予防がますます重要となっています。 

また、市民が健康づくりに取り組んで行く上では情報提供の充実や健診等の充実が求められ

ており、健康づくりを支える環境づくりを更に進めていくことが必要です。 

 

将来人口の推移 

年齢３区分人口の推計をみると、総人口は昭和 60 年をピークに減少しており、令和 25 年

では 160,854 人まで減少する見込みとなっています。 

年少人口、生産年齢人口は今後も減少していく見込みとなっていますが、老年人口は増加し

ていく見込みとなっており、さらに少子高齢化が進行していくことが見込まれます。 
 

年齢３区分別人口の推移と推計 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

資料：国勢調査(昭和 50年～平成 27年）住民基本台帳（平成 28年～平成 31年（各年４月１日）） 

令和２年以降は甲府市人口ビジョンを基に福祉保健部において算出した推計値 
 

主要死因別死亡数の推移 

主要死因別死亡数の推移は、悪性新生物（がん）が最も多く、それに次いで心疾患が多くな

っています。 
主要死因別死亡数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：保健衛生統計調べ  
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出生率の推移 

出生率は、平成 26 年の 7.6‰から横ばいとなっています。山梨県全体と比べて少し高い水

準で推移しています。また、平成 28 年以降、全国と同程度となっています。 

 

出生率の推移 

 

 

 

 

 

 

 

資料：保健衛生統計調べ 

 

アンケート調査結果 

本計画を作成する基礎調査として、令和元年７月に 20 歳以上の市民 3,500 人を対象に保

健に関するアンケート調査を実施しました。 

 

＜健診の受診状況＞ 

健（検）診を受ける頻度は、「毎年」の割合が約 67％

となっている一方で、「受けたことがない」の割合が約

12％となっています。 

健（検）診を受診しない理由は、「健（検）診を受け

るのが面倒なため」、「時間に余裕がないため」が高く

なっています。 

 

 

＜健康づくりを推進していく上で重要なこと＞ 

健康づくりを推進していく上で重要なことについて、「健康づくりに関する情報提供」の割

合が 42.8％と最も高く、次いで「健康診査やがん検診の充実」の割合が 41.9％、「高齢者の

健康づくり」の割合が 38.2％となっています。 
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『第 4 次健やかいきいき甲府プラン』は、5分野（「保健計画」、「地域福祉推進計画」、「障が

い者福祉計画」、「高齢者支援計画」、「子ども・子育て支援計画」）の個別計画で構成され、「第六

次甲府市総合計画」の基本構想を基に、健康都市こうふ基本構想、関係法令等を踏まえ、策定し

ています。 

 第４次健やかいきいき甲府プランと保健計画 

 

 

 

 

第 4 次健やかいきいき甲府プランの考え方・方向性 

第３次までの考え方を継承するとともに、健康都市こうふ基本構想における「人」「地

域」「まち」の健康づくりを、プランにおける「自助」「共助」「公助」に照らして検討を

行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新たなプランにおいては、三助のつながりと循環を重視します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

第４次健やかいきいき甲府プラン 基本理念 

「だれもがいきいきと輝き 互いにつながり支え合い 健やかに暮らせる共生のまちづくり」 

 

「地域」は、「人（市民）」の主

体的な取組を促進し、「まち」
との協働を進めていく。 

 

  
「まち」は、地域の活動を支援

し、「人（市民）」の主体的な取
組を支援していく。 

「人（市民）」は、自ら気づき、
考え、行動し、（地域に）参加
し、まちを活用する。 

〔第４次健やかいきいき甲府プラン構成図〕 

第４次健やかいきいき甲府プラン 

地域福祉推進計画 
 

 

障がい者福祉計画 

 

 

 

高齢者支援計画 

 

 

子ども・子育て支援計画 

 

 

保 健 計 画 
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本計画は、「第４次健やかいきいき甲府プラン」の基本理念や、「地域福祉推進計画」の「つ

ながりや支え合い」の考えを軸に、「健康都市こうふ基本構想」の「人（自助）」「地域（共助）」

「まち（公助）」による健康の好循環のもと、「健康都市宣言」の５つの柱である「自分自身に

よる健康づくり」「子どもたちの健康づくり」「地域全体で協働による健康づくり」「地域で働

く方の健康づくり」「市民と地域の健康を支えるまちの健康づくり」の要素を取り入れた計画

としています。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

〔健康都市宣言の５つの柱〕 

１ 
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施策５ 社会全体でお互いの健康を支え合う 

 

施策６ 難病患者等支援 

施策７ 感染症対策の推進 

施策８ 医療環境の充実 

施策９ 生活環境の衛生の確保 

施策１ 
妊娠期・子育
て期の親と乳
幼児期の子ど
もの健康づく
りの推進 

施策２ 
少年期の子ど
もの健康づく
りの推進 

施策３ 

青年期・壮年期

における健康づ

くりの推進 

施策４ 

高齢期におけ

る健康づくり

の推進 

中目標 大目標 

目標 

甲府市保健計画の施策 

１．自分の健康は自分

で守り、日頃から心と

体の健康管理に努めま

す。 

２．家庭や学校での健康

教育を通じ、子どもたち

の健康づくりに努めま

す。 

３．地域の人々の交流
により仲間意識を高
め、地域全体で協働に
よる健康づくりに努め
ます。 

４．地域と企業が連携
し、地域ぐるみで健康
に働ける環境づくりに
努めます。 

５．良好な生活環境の維

持向上を図り、市民と地

域の健康づくりを応援

するまちの実現に努め

ます。 

地域みんなで健康づくりを進めよう。 

行政が中心となって市民と地域の

健康を支えます。 

企業も社員の健康を大切にしないと。 

〔健康都市宣言と甲府市保健計画との関係〕 

子どものころからの健

康づくりが大切よね。 

まずは、自分で健康づ

くりに取り組もう。 
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 保健計画の計画目標と施策体系 

 

この計画は、健康寿命の延伸と健康格差の縮小、生活習慣病の発症予防と重症化予防の徹底

等を踏まえるとともに、健康都市こうふ基本構想に基づく健康都市宣言や中核市への移行に伴

う保健所に係る事務権限の移譲など、本市の状況をかんがみ、次のとおり計画目標を定めます。 

 

Ẏ   

Ƽ˲ƽƼ᷂ḢƽƼȅǨƽǓʝ̱ǯǱǪǦ ș ǟǦβ∆Ǭǖȑǵ  

「健康都市こうふ基本構想」の「人」、「地域」、「まち」による健康の好循環の考えに基づき、

保健・医療・福祉をはじめとする様々な施策展開を通じて、市民一人ひとりが健康づくりに取

り組むとともに感染症や食中毒などの健康危機に迅速・適切かつ柔軟に対応し、地域社会全体

で支え合うことができる生涯を通じた健康づくりを目指します。 
 

 

ʴ   

計画目標１ 市民一人ひとりの心身の健康づくりを推進する 

市民一人ひとりが、それぞれの年代などにあった健康づくりに取り組み、妊産婦や乳幼児の

健康づくりへの支援、生活習慣病の予防や、重症化予防等を図っていくため、幼少期において

は、「健康都市宣言」の子どもたちの健康づくりの要素を踏まえ、心身ともに健やかに子ども

が成長できるよう、妊娠期から子育て期にわたる切れ目のない支援による乳幼児期の健康づく

りと、家庭や学校での食育や運動を通じて正しい生活習慣を身につけることができる少年期の

健康づくりの２つの視点から、子どもの健康づくりを推進していきます。 

また、青年期から高齢期においては、特に「健康都市宣言」の自分自身の健康づくりに取り

組んでいくことができるよう、ライフサイクルに応じた健康づくりを促進する中、健康づくり

へ関心が低い人へのアプローチや自分自身での健康管理が困難な人についても、「健康都市宣

言」の地域全体で協働による健康づくりや、地域と企業が連携した健康づくりの要素を踏まえ

る中、地域でのつながりや支え合いによる健康づくりを目指します。 

 

 

 

各種健診や相談等を通じて、安全安心な出産、子どもの健やかな成長と発達、

育児不安の軽減などを図り、親と子の健康づくりに努めます。 

また、少子高齢化の進行や核家族化などを背景に、家庭や地域での子どもを

育てる力を高める等、総合的な相談支援の提供や、保健師による一人ひとりに

寄り添った相談及び支援などを通じて、妊娠期から子育て期を通じて切れ目の

ない取組を行います。 

  

施策 1 

妊娠期・子育て期の親と乳幼児期の子どもの健康づくりの推進 
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運動遊びの体験や食に関する教室を通じて子どもの健全な心身の成長を推

進するとともに、模擬体験などを取り入れた思春期保健対策の充実を図ります。 

また、栄養のバランスのとれた食事や健全な食生活など、基本的な生活習慣

や「しっかり噛んで、五感で味わって食べる」力が身につけられるよう、地区

組織や学校と協力して食育の推進に努めます。 

 

 

 

 

  

主な事業 

（１）子育て世代包括支援センター 

（２）マイ保健師制度 

（３）不妊治療費の助成 

（４）不育症治療費等の助成 

（５）産前産後ママケア事業 

（６）母子健康手帳の交付 

（７）幸せレシピ 

（８）妊婦一般健康診査 

（９）パパママクラス 

（10）新生児聴覚検査費用の助成 

（11）未熟児養育医療の給付及び支援 

（12）産婦健康診査 

（13）産後ケア事業(宿泊型・日帰り型) 

（14）乳児家庭全戸訪問（新生児訪問を含む）

施策 2 
少年期の子どもの健康づくりの推進 

主な事業 

（１）子ども（おやこ）食育推進事業 

（２）味覚教育 

（３）プレイリーダーの育成 

（４）思春期保健事業 

（５）思春期食育推進事業 

（６）がん教育事業 

（７）健康教育 

（15）養育支援訪問 

（16）乳幼児健康診査 

（17）乳幼児健康相談 

（18）子育て相談 

（19）乳幼児すこやか発達支援事業 

（20）地区子育てサークルの支援 

（21）育児・離乳食教室 

（22）後期・完了期離乳食教室 

（23）孫食育事業 

（24）あなたの地区（まち）の出張保健室 

（25）こころの健康相談 

（26）地域自殺対策強化事業 

（27）健康談話室 

（８）健康相談 

（９）女性の健康相談 

（10）あなたの地区（まち）の出張保健室 

（再掲） 

（11）こころの健康相談（再掲） 

（12）地域自殺対策強化事業（再掲） 

（13）健康談話室（再掲） 
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生活習慣病の予防など、予防の段階からの健康づくりの必要性を周知し、健

診等を通じて自らの健康管理を行っていくことを働きかけるとともに、地区の

担当保健師による教育・相談など生活習慣の改善等に取り組みます。 

また、地域保健と職域保健の保健事業の連携を図るなど様々な主体による健

康づくりを推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高齢期になっても、社会生活を営むために必要な機能を維持するため、心身

の活力の低下を予防する教室や口腔、栄養に関する学習会などを通じて運動機

能や認知機能をできる限り維持する取組を進めます。また、公民館等の身近な

場での健康教室や社会参加の機会を設け、高齢者の活力が生かされる社会環境

づくりを推進します。 

  

施策 3 

青年期・壮年期における健康づくりの推進 

主な事業 

（１）健康教育（再掲） 

（２）健康相談（再掲） 

（３）女性の健康相談（再掲） 

（４）健康診査（基本健康診査・特定健康診 

査・生活保護受給者健康診査） 

（５）胃がんリスク検査 

（６）がん検診（胃・子宮・肺・乳・大腸・肝・前

立腺） 

（７）肝炎ウイルス検診 

（８）骨粗しょう症検診 

（９）血糖（ＨｂＡ１ｃ）簡易測定事業 

（10）生活習慣病の予防及び改善に向けた

支援（特定保健指導等） 

（11）成人・高齢者への個別訪問支援 

施策 4 

（12）幸せレシピ（再掲） 

（13）体験型食事教育 

（14）ウォーキングの推進 

（15）成人歯周疾患健診 

（16）地域・職域保健連携推進事業 

（17）あなたの地区（まち）の出張保健室 

（再掲） 

（18）こころの健康相談（再掲） 

（19）地域自殺対策強化事業（再掲） 

（20）健康談話室（再掲） 

高齢期における健康づくりの推進 
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生涯を通じた健康づくりを支え、地域社会全体で健康づくりに取り組むこと

ができるよう、愛育会、食生活改善推進員会等の地域団体と連携した健康づく

り活動を展開し、地域住民が主体となって健康づくりに取り組めるように支援

します。 

 

ヘルスプロモーション（注）の概念図 

 

 

 

 

 

 

 

 

                （島内 1987、吉田・藤内 1995 を基に甲府市福祉保健部健康政策課作成） 

 

（注）ヘルスプロモーションとは、WHO〔世界保健機関〕が提唱した 21世紀の健康戦略で「人々が自らの健康をコント

ロールし、改善するプロセス」のことです。  

市・保健医療機関等 

健康 

豊かな人生 

坂を緩やかに 

地域住民・企業 家族 本人 

環境づくり 

自助・共助・公助 

公助（まち） 

共助（地域） 自助（人） 

周りのサポート 

主な事業 

（１）健康教育（再掲） 

（２）健康相談（再掲） 

（３）女性の健康相談（再掲） 

（４）健康診査（特定健康診査・後期高齢者 

健康診査・生活保護受給者健康診査） 

（５）がん検診（胃・子宮・肺・乳・大腸・肝・前 

立腺）（再掲） 

（６）肝炎ウイルス検診（再掲） 

（７）骨粗しょう症検診（再掲） 

（８）血糖（ＨｂＡ１ｃ）簡易測定事業（再掲） 

（９）生活習慣病の予防及び改善に向けた支

援（特定保健指導等）（再掲） 

（10）成人・高齢者への個別訪問支援（再掲） 

（11）フレイル予防対策 

（12）体験型食事教育（再掲） 

（13）高齢者食育元気会 

 

 

（14）ふれあいくらぶ（機能訓練） 

（15）ウォーキングの推進（再掲） 

 

（16）歯つらつ歯っぴーキャラバン 

（17）成人歯周疾患健診（再掲） 

 

（18）後期高齢者歯科口腔健診 

（19）地域で支え合う福祉サービスの創設 

 

（20）あなたの地区（まち）の出張保健室（再

掲） 

（21）こころの健康相談（再掲） 

 

（22）地域自殺対策強化事業（再掲） 

（23）健康談話室（再掲） 

 

施策 5 

社会全体でお互いの健康を支え合う 

（14）ふれあいくらぶ（機能訓練） 

（15）ウォーキングの推進（再掲） 

（16）歯つらつ歯っぴーキャラバン 

（17）成人歯周疾患健診（再掲） 

（18）後期高齢者歯科口腔健診 

（19）地域で支え合う福祉サービスの創設 

（20）あなたの地区（まち）の出張保健室 

（再掲） 

（21）こころの健康相談（再掲） 

（22）地域自殺対策強化事業（再掲） 

（23）健康談話室（再掲） 
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地域の健康づくりの取組の概念図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

地区保健計画推進協議会 
地区の健康課題を解決していくために、計画の推進、協議 

保育園 
シニアクラブ ボランティア 

食生活改善 
推進員会 

愛育会 

社会福祉 

協議会 

自治会 

連合会 

民生委員・ 

児童委員 

幼稚園 

文化協会 子どもクラブ 小学校 体育協会 青少年育成 

連絡協議会 

健康状態 
気がかりなこと 

なぜだろう 問題 
どうしたら 
よいのだろう 実践 

主な事業 

（１）関係団体との連携と協働 

（２）市民による健康づくり推進グループの 

支援 

（３）保健師・管理栄養士による健康づくり活

動の推進 

（４）食生活改善推進員の養成 

（５）健康管理システムの活用と充実 

（６）特定給食施設等への栄養管理指導 

（７）口からはじめる健康フェスタ・甲府市食

育フェスタ 

（８）受動喫煙対策促進事業 

（９）健康に関する正しい知識や情報を伝える

取組 

（10）食の安全、食中毒予防等の普及啓発 

（11）地区子育てサークルの支援（再掲） 

（12）地域自殺対策強化事業（再掲） 

（13）プレイリーダーの育成（再掲） 

（14）健康教育（再掲） 

（15）ウォーキングの推進（再掲） 

（16）地域・職域保健連携推進事業（再掲） 

（17）フレイル予防対策（再掲） 

（18）高齢者食育元気会（再掲） 

（19）ふれあいくらぶ（機能訓練）（再掲） 

（20）地域で支え合う福祉サービスの創設 

（再掲） 
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計画目標２ 健康で安全な生活環境を確保する 

「難病患者等の支援」や「感染症の拡大及びまん延防止」、「医療体制の充実」、「食品の安全

確保」など中核市となり保健所機能を有した本市が、健康支援センターを拠点に、「健康都市

宣言」の市民と地域の健康を支えるまちの健康づくりの要素を踏まえ、関係機関との連携を深

める中、健康危機管理の充実を目指します。 

 

 

 

難病患者の安定した療養生活の支援や患者家族の生活の質の向上のため、適

切な保健・医療・福祉の情報提供に努めるとともに、保健・医療・福祉サービ

スとの連携による総合的な相談支援体制の整備を進めます。また、小児慢性特

定疾病にかかっている子どもに対しても相談や情報提供、関係機関との連絡調

整等を通じて健全育成に向けた支援を充実します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

感染症の発生を予防するために、市内の社会福祉施設、保育所、学校、自治

会、市民グループ等を対象にした講座の開催や市のホームページを活用して感

染症に関する正しい知識の普及啓発を行うとともに、患者発生時には感染症の

拡大及びまん延の防止に努め、市民の健康を守ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

施策 6 

難病患者等支援 

主な事業 

（１）難病患者地域支援事業 

（２）難病の医療費助成に関する申請受付 

（３）小児慢性特定疾病対策事業 

 

施策 7 

主な事業 

（１）予防接種 

（２）感染症の発生予防及び拡大・まん延防止 

（３）結核対策 

（４）特定感染症（ＨＩＶ・性感染症等）の検査及び相談 

 

感染症対策の推進
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山梨県や近隣の市町、甲府市医師会、甲府市歯科医師会及び甲府市薬剤師会

等と連携し、救急医療体制を整備するとともに大規模災害発生時にも、市民の

命と健康を守るため、災害時における保健医療救護体制の構築に努めます。ま

た、住み慣れた地域で自分らしい暮らしを続けることができるよう、相談体制

の構築や地域の医療・介護連携資源マップ・リストの活用などを通じて在宅医

療を支援します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市民に広く食品衛生に関する正しい知識の普及を図るとともに、食品営業施

設への監視指導など、関係事業者が衛生的に事業を行うよう指導・助言等を行

うことで、市民への健康被害の発生を防止します。 

また、飼い犬への予防接種の推進や、動物愛護及び適正管理に関する普及啓

発を行い、人と動物との調和のとれた共生社会の実現と市民の快適な生活環境

を保持します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 甲府市保健計画 

発行 令和２年３月 

住所 〒400 －8585  

甲府市丸の内一丁目 18 番 1 号 

電話 055 ‐237 ‐1161 （代表） 

URL http://www .city.kofu.yamanashi.jp  

施策 8 

医療環境の充実 

主な事業 

（１）救急医療体制の整備 

（２）大規模災害時の保健医療救護体制の整備 

（３）在宅医療の推進 

 

施策９ 

生活環境の衛生の確保 

主な事業 

（１）食品営業施設への許認可及び監視指導 

（２）食品の検査 

（３）食の安全、食中毒予防等の普及啓発（再掲） 

（４）狂犬病予防事業 

（５）犬猫の適正飼養の啓発 

（６）猫の不妊・去勢手術費補助事業 

 


